
平成 ○ 年 ○ 月 ○ 日

1 山王町松並木敷地区における街なみ環境の向上

平成29年度　～　平成33年度　（5年間） 大磯町

・山王町松並木敷地区における来訪者数の増加

（H31年度末）

事　後　評　価　（中　間　評　価）

○事後評価（中間評価）の実施体制、実施時期

事業終了後

大磯町公式ホームページ

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H29 H30 H31 H32 H33

1-A-1 住宅 一般 大磯町 直接 5.7

合計 5.7

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計 0.0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計 0.0

番号 備考

Ｃ5.7 百万円

一体的に実施することにより期待される効果

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

大磯町

事業者

基本設計業務委託 大磯町

事業者

備考
中間目標値 最終目標値

市町村名
全体事業費
（百万円）

効果促進事業費の割合
0.0%

（Ａ（提案分）＋Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

(H25～27年度平均） - 新型コロナウイルス感染拡
大に伴い、大磯宿場まつり
が令和２年度以降開催中止
となったため、最終目標値
は令和元年度となった。

全体事業費
（百万円）

社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称

計画の期間 交付対象
計画の目標

事後評価（中間評価）の実施体制

山王町松並木敷地区　街なみ環境整備事業

事業者

番号 要素となる事業名

要素となる事業名

（事業箇所）

交付対象事業

事業内容

　　計画の成果目標（定量的指標）

番号 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

　平成21年６月に官民協働による「町道大磯高麗１号線(山王町並木敷)整備活用等検討委員会」を発足し、約２年の歳月を費やして
検討結果報告書が大磯町長あてに提出された。この検討結果報告書の趣旨を具現化するため、整備活用計画案として取りまとめ、平
成29年に基本設計業務を発注し、整備活用計画案の具体化を図った。
　本整備計画の事後評価については、上記を踏まえ、検討委員会にフィードバックを行った。

当初現況値

事業地区内におけるガイドボランティア利用者数及び大磯宿場まつり来場者数（算定式：増加人数＝平成34～36年度来訪者数の平均値－
平成25～27年度

百万円5.7全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ Ｂ

対象区域内は、大磯町景観計画の景観形成重点地区に指定しており、山王町松並木敷では歴史や文化を感じることのできる景観が形成され、江戸時代から残る松や化粧井戸、一里塚など、江戸時代当
時の面影を残す歴史的な通りとなっています。
山王町松並木敷の整備により景観に統一性を持たせるとともに、観光資源として活用し、大磯を訪れる人達に町の歴史、自然、文化に親しみがわく観光の振興を目指します。

23,537人/年 8,845人/年

事後評価（中間評価）の実施時期

公表の方法

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）（延長・面積等）



２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

最終目標値
目標値と実績値
に差が出た要因

最終実績値

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

基本設計業務の作成の過程において、沿道居住者等との良好な関係を構築することができ、整備に向け官民協働で整備を推進していくという雰囲気が醸成されつつある。

基本設計業務で示された整備計画について、沿道居住者や観光関連団体等とより一層、丁寧な会話を重ねつつ、着実な整備を進める。

　新型コロナウイルス感染拡大に伴い、大磯宿場まつりが令和２年度以降開催中止となったため、最終目標値は令和元年度に開催された際の数値となっている。
　基本設計業務の成果を反映した整備を進めるに当たり、新型コロナウイルス感染拡大の影響による住民説明会やアンケート調査が制限されたため、具体的な整備が推進で
きず、更に、指標のひとつである大磯宿場まつりの開催規模も縮小となったことで、来場者数が減となった。

基本設計業務の成果を反映した整備を進めるに当たり、新型コロナウイルス感染拡大の影響による住民説明
会やアンケート調査が制限されたため、具体的な整備が推進できず、更に、指標のひとつである大磯宿場ま
つりの開催規模も縮小となったことで、来場者数が減となった。

指標①事業地区
内におけるガイ
ドボランティア
利用者数及び大
磯宿場まつり来
場者数

27,300人/年

8,845人/年



（参考図面）社会資本総合整備計画（社会資本整備総合交付金）　事後評価書（最終評価書）

計画の名称 1

計画の期間 平成29年度　～　平成33年度　（5年間） 大磯町交付対象

山王町松並木敷地区における街なみ環境の向上

4

6

4

4

4

5

6

5

6

12

8

60

60

40

10

40

30

50

60

70 40

10

60

30

10

50

1/4000

１－Ａ－１

基本設計業務

街なみ環境整備事業地区


